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令和６年度 事業報告 

１．はじめに 

高知市社会福祉法人連絡協議会(以下,「本会」という。)は、平成 30年 8月に発足し、法人が業種の

枠を超えてつながり、地域住民が地域の中で安心して暮らせる仕組みをつくり、取組を展開している。 

令和６年度は、３部会活動やくらしあんしん応援事業等、個々の社会福祉法人がこれまでに培ってき

た特性・専門性をつなぎ合わせ、複数法人間の連携による地域における公益的な取組を展開した。 

 

２．事業の実施状況 

 （１）総会・役員会の開催 

本会の事業計画や事業の進捗管理・検討を行った。 

第１回役員会 
（４月 19日） 

内容 【議案】 
①令和５年度事業報告・決算について 
②令和６年度事業計画(案)及び予算(案)について 

③規約の一部改正（案）について 

④役員の選任（案）について 

⑤部会員（案）について 

⑥令和６年度 総会（案）について 

⑦令和６年度 職員研修会（案）について 

【報告事項】 

①令和６年度 事務局体制について 

総    会 

（５月 14日） 

内容 【議案】 

①令和５年度事業報告・決算報告及び監査報告について 

②令和６年度事業計画(案)・予算(案)について 

③規約の一部改正(案)について 

④役員の選任（案）について 

【報告事項】 

①部会員について 

②令和６年度 事務局体制について 

第２回役員会 

（12月 10 日） 

 

内容 【議案】 
①くらしあんしん応援事業新たな支援メニューの創設について 

【報告事項】 

①令和６年度 事業進捗報告 

 

（２）複数法人の連携による地域における公益的な取組（くらしあんしん応援事業）の実施 
関係団体等と連携・協働しながら、地域における公益的な取組として、生活困窮者等からの相談対応

を総合的に行うとともに、逼迫した状況にある場合には、現物給付等による経済的支援を行うなど、生

活困窮者等の自立を支援することを目的に「くらしあんしん応援事業」を実施した。 
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   ①全体イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ②経済的支援の利用実績（令和７年３月末時点) 

年度 利用件数 
自立支援給付

(円) 

自立支援金 

（円） 

令和 4年度 

（R4.10～R5.3） 
4 件 20,000 34,617 

令和 5年度 

（R5.4～R6.3） 
6 件 19,303 48,666 

令和 6年度 

（R6.4～R7.3） 
12 件 24,534 104,706 

合計 22 件 63,837 187,989 

 

                 自立支援給付 187,989 円のうち、82,260 円が償還済み 

    【運用状況など】 

昨年度に引き続き、現場における事業利用の判断としては、問題解決のみならずその後の自立に

向けた取り組みの意思があるかどうかを重要視している。 

傾向として、年金や就労収入があってもやりくりが十分にできていない状態が共通して見られ、

本事業による経済的支援と生活困窮者自立支援制度に基づく家計改善支援を併用するケースが多い

ことが挙げられる。 

一方で、相談者との信頼関係構築が難しいケースも多く、そのような場合に経済的支援をツール

として活用すべきかどうか判断しづらい場面もある。現在は緊急時を除いて、相談センター内で実

施するケース会議等で判断している。 
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（３）本会の市民への周知と理解促進 

   ・市民及び関係機関等への広報 

     ア．社会福祉法人連絡協議会のパンフレット作成（市民向け、法人向け） 

     【取組】会員法人募集パンフレットを活用し、全体研修会周知の機会等を活用し配布 

     【取組】相談窓口推進部会の「出張！ほおっちょけん相談窓口」において、市民を対象としたチラシ

を 1,000 部配布          

      イ．SNS を活用した情報発信方法の検討 

      ウ．各種事業、イベント等の共催や講演、協賛等による広報啓発の推進 

       高知市・高知市社会福祉協議会の共催にて開催された特別講演「誰も取り残さない社会をつくる

～ポストコロナ時代の伴走型支援とは～」において、協力団体として参加。 

       

（４）職員研修会の実施 

ア．香川おもいやりネットワーク事業について 

 ＜日 時＞令和６年５月 14日（火）15：00-16：30 

 ＜講 師＞香川県社会福祉協議会 法人振興課 課長 福田 裕美 氏 

 ＜参加者＞23 名 

 

イ．ZOOM 活用講座 

＜日 時＞令和６年 10月 25 日（金） 9：30-11：30 

＜講  師＞デジタルインストラクター 有安 真奈 氏 

＜参加者＞11名 

     

    ウ．能登半島地震の被災地における支援報告会（会員外の法人にも案内） 

      ＜日 時＞令和７年２月 20 日（木） 13：30-15：30 

      ＜講 師＞高知県社会福祉協議会 総合人材センター 鳴川 真央 氏 

           社会福祉法人土佐香美福祉会 特別養護老人ホーム ウェルプラザ高知 藤山 輝 氏 

           高知市社会福祉協議会 地域協働課 冨山 恵司 氏 

      ＜参加者＞25 名 

    

（５）部会活動の実施 

本会が実施する活動について、調査・検討・実践するために３つの部会を設置し、活動を実施。 

①地域公益活動推進部会 ＜部会開催状況＞毎月１回（対面・ZOOM 併用） 

法人名 施設名 役職名 氏名 

福井保育協会 福井保育園 主任保育士 前田 真理 

朝倉くすのき保育園 朝倉くすのき保育園 主任 大塚 和香 

高知新聞社会福祉事業団 あかねの里 生活相談員 知原 由佳 

土佐香美福祉会 ウエルプラザ高知 生活相談員 ◎  福重 陽気 

小高坂更生センター 小高坂更生センター - - 

太陽福祉会 ワークセンター太陽 
サービス 

管理責任者 
武田 智昌 

昭和会 
児童発達支援センター 

しんほんまち 
支援課長 〇 木下 奈々 
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 取組１ 福祉教育の推進 

【児童発達支援センターしんほんまち】 

 ＜実 施 日＞ 令和 6年 6月 18 日(火) 

 ＜対  象＞ 児童発達支援センターしんほんまち 児童 

 ＜実施内容＞ 寸劇を通じておもいやりの気持ちを学ぶ 等 

 ＜ポイント＞  

・児童発達支援センターの職員が、児童の理解度に応じた内容 

へと改良して実施。 

        ・困っている友達に声を掛ける場面では、児童に分かりやすい 

ように、言葉かけの例を画用紙に大きく書いて見せるなど、 

工夫している。 

        ・寸劇を中心にした内容で、児童のロールプレイの場面を多めに 

設定。体験を通じて学びを深めることが出来ていた。 

 

【高知福祉専門学校】 

        実施日：令和７年３月 25日(火) 

        対 象：社会福祉学科、介護福祉学科、こども福祉学科の１回生(57 名) 

        内 容：90分×2回 講義及びグループワークによる意見交換 

参加学生アンケート(一部抜粋) 

介護職は正直きついことだらけだと思っていたが，職員さんのおだやかな感じがそんなこと

ばかりではないんだなと思った。今回の受講をきっかけとして就職を考えるうえで大変為に

なった。 

福井保育園の自然いっぱいの中，子どもを育てていくことに大変魅力を感じ、就職を考えま

した。 

自分は保育コースで保育や児童養護施設については知っている部分も多くありましたが，介

護についてはほぼ初めて話を聞けたので自分の視野も広げる事ができました。 

福祉といっても範囲が広く，様々な角度から携わることができると感じました。今後の進路

はまだ悩み中ですが，実際仕事をされている方々のお顔から，やりがいを感じることができ

来年，再来年と逆の立場となって福祉の世界を語ることができたら良いなと思った。 

高齢者施設，障害福祉，保育分野，それぞれ違うように見えて，福祉として一人一人を大切

にすること。子どもや利用者さんから家族に方々に寄り添うことで，職員や保育士の皆さん

の姿勢を直接伺うことができ，自分の将来方向を考える機会をいただきました。 

本日，お話していただいた軽費老人ホームは，今まで見たことのない新しい施設だなと感じ，

可能であれば見学も行ってみたいなと感じました。 

就職先の選択肢が増えたことが良かったです。老人ホームで働くのもたのしそうだなあと感

じた。 

 

取組２ フードドライブの実施 

＜実施期間及び物資受入数＞  

実施期間 受入数 

令和６年６月１日～30日 55 

令和６年 12 月１日～31日 137 
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取組３ 研修会の実施 

「高知で暮らす外国人の状況とココフォーレの相談活動について」 

＜実施日＞令和６年９月 26 日（木）14：30-15：30 

＜講 師＞公益財団法人 高知県国際交流協会 

            高知県外国人生活相談センター(ココフォーレ) 

                  センター長  廣瀬 留美子 氏 

 

②相談窓口推進部会 ＜部会開催状況＞毎月１回（対面・ZOOM 併用） 

法人名 施設名 役職名 氏名 

幸の会 東秦泉寺保育園 保育士 近藤 靖 

ミレニアム 福寿園 
相談部主任 中村 つるみ 

相談部主任 ◎  渡邊 恭平 

秦ダイヤライフ 

福祉会 
絆の広場 生活相談員 ○  間城 和毅 

土佐香美福祉会 ウエルプラザ高知 生活相談員 伊井 雪乃 

高知市社会福祉協議会 

春野あじさい会館 センター長 大佛 浩司 

高知市障害者福祉 

センター 
主査 矢野 守 

 

 

取組１ 「出張！ほおっちょけん相談窓口」の実施 

○実施場所 

【イオンモール高知（秦地区）】 

＜実 施 日＞令和６年９月 28日(土)10：00-15：00 

       ＜参加機関＞相談窓口推進部会 5法人、高知市秦地域包括支援センター 

             高知市母子保健課、高知市障害者相談センター北部 

高知市生活支援相談センター 

  ＜実施内容＞相談ブースの設置、来場者広報啓発用ノベルティ 500 セット配布 

 

【障害者福祉センター文化祭（旭地区）】 

＜実 施 日＞令和６年 11月 16 日(土)10：00-15：00 

       ＜参加機関＞福寿園、東秦泉寺保育園、高知市社協 

  ＜実施内容＞相談ブースの設置 

来場者広報啓発用ノベルティ 100 セット配布 

 

【三里フェア（三里地区）】 

＜実 施 日＞令和６年 11月 24 日(日)９：30-14：00 

       ＜参加機関＞絆の広場、ウェルプラザ高知、高知市社協 

  ＜実施内容＞相談ブースの設置 

来場者広報啓発用ノベルティ 100 セット配布 

 

 

 

実施エリア拡大 
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【マルナカ高知インター店（一宮地区）】 

＜実 施 日＞令和７年２月 11日(火・祝)10：00-15：00 

       ＜参加機関＞相談窓口推進部会 5法人、高知市一宮・布師田地域包括支援センター 

             高知市障害者相談センター北部、高知市生活支援相談センター 

  ＜実施内容＞相談ブースの設置、イベントの実施（絵本の読み聞かせ、健康チェック） 

来場者広報啓発用ノベルティ 300 セット配布 

 

      ○相談件数 18 件 

（内訳）イオン４件、障害者福祉センター２件、三里フェア３件 

    マルナカ高知インター店９件 

 

 

取組２ 研修会の実施 

      部会員の相談支援スキルの向上を目的に、研修会を実施 

○「子育て支援の現状と取組について」 

       ＜実施日＞ 令和６年８月 26 日(月) 

       ＜講 師＞ 高知市こども未来部 母子保健課 

              ※母子保健課は、９/28(土)に実施された「出張！ほおっちょけん相談窓口」 

にも参加。 

 
      ○「高知市の防災対策について」  

       ＜実施日＞ 令和 7年 1月 23 日（木） 

       ＜講 師＞ 高知市防災対策部 地域防災推進課 

 

 

③災害対策連携部会 ＜部会開催状況＞毎月１回（対面・ZOOM 併用） 

法人名 施設名 役職名 氏名 

一ツ橋保育園 一ツ橋保育園 副園長 大黒 慎一郎 

南小 南海少年寮 個別対応職員 瀬川 佳久 

和光会 高知愛児園 指導保育士 ◎   今村 太郎 

ふるさと会 
森の里高知 施設長 前田 賢一 

風花の里 施設長 和田 雅之 

土佐あけぼの会 サポートぴあ 管理者 武田 睦美 

高春福祉会 はるの若菜荘 事務主任 ○   長崎 敬冶 

秦ダイヤライフ福祉会 救護施設 誠和園 施設長 山本 聡 

土佐香美福祉会 ウェルプラザ高知 業務課長 藤山 輝 

 

取組１ 災害時を想定した相互支援訓練の実施 

      【はるの若菜荘】 

＜実施日＞ 令和６年８月 20日(火) 

＜想 定＞ 局地的な豪雨によって、施設が冠水。 

施設の裏山が崩壊したことにより、 

施設内に土砂が流入し、厨房が使えない 

状況となっている。施設の送迎車等 

10 台が使用不可。 
   ＜他法人への要望＞ 

      ・土砂のかき出し及び清掃 
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      ・食事の際の配膳（備蓄のレトルト品で対応可） 

      ・緊急的な受診の際等に使用する送迎車の確保 

      ・看護師が被災し、出勤できないため、胃ろうを 

行える環境が確保できていない。 

 

●Google スプレットシート及び ZOOM を活用。 

●複数法人の支援内容を一斉に共有し、その場で役割分担及び各法人の支援 

       内容を整理。 

 

    ＜訓練を実施しての課題＞ 振り返りの際の部会員意見（抜粋） 

        ・シートなどは一定埋めた上で日程調整などから入るなど時間を短縮する工夫が必要。 

・ZOOM やスプレッドシートに日頃から慣れておく必要がある。 

・法人情報共有シートを入力した状態をベースとして残しつつ、訓練したほうが記載しやすい。 

・備蓄品の提供など、法人全体の決定を自分一人でするのは難しく、実際動くとなれば判断の

難しさや時間がかかると感じた。 

・事前に派遣ができるかなど先に決めておけることは決めておいて、修正・調整していく必要

がある。 

・複数法人が被災した場合、どうなるかの検討も必要。 

    

【一ツ橋保育園】 

  はるの若菜荘における訓練において共有した課題をもとに訓練方法や Google スプレットシ 

ートを改良して訓練を実施。 

＜実施日＞ 令和７年１月 27日(月) 

＜想 定＞ 昼食の調理中に火災発生 消火活動によって，調理室及び隣接している保育室は 

水浸しで、電気・ガスも使用できない状態。 

       園児は園庭に避難したまま保護者のお迎えを待っている状態であるが、平日昼間と

いうことで電話がつながらない世帯がいくつかある。 

＜他法人への要望＞ 

   ・園児の見守り 

   ・食事の確保 

   ・園内の片付け 

   ・暖房器具等の確保 

＜訓練を実施しての課題＞ 振り返りの際の部会員意見（抜粋） 

 ・園児が園庭に避難していることから、暖房器具の確保など優先順位が高いものを先に決めて、

順次、一ツ橋保育園に出発した方が良い。 

 ・新シートへの入力は問題なく出来た。被災想定の入力欄に関しては検討の余地あり。 

 ・備品はあるが、届ける手段（車両）が自法人には無い。各法人の使用できる車両等について

も事前に把握できていれば良い。 

 

取組② 職員研修会の実施 ※（４）全体研修会の実施の項目にて掲載 

取組③ 先進地域との情報交換 

     令和５年度より継続している伊賀市社会福祉法人連絡会との意見交換を通じて災害時の

法人間連携について学びを深めるとともに訓練の実施方法の改良等を行った。 
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参 考 

 （１）会員法人名簿（令和７年３月末現在） 

  ①会員 

  法人名 主な施設 所在地 
1 福井保育協会 福井保育園 高知市福井町 2031-8 
2 ミレニアム 高知市福寿園 高知市福井町 748 
3 小高坂更生センター 小高坂更生センター 高知市越前町 2丁目 4-5 
4 昭和会 昭光園 高知市北本町 4丁目 2-49 
５ 和光会 高知愛児園 高知市竹島町 28-2 
６ 土佐あけぼの会 サポートぴあ 高知市桟橋通 3丁目 10-14 
７ 太陽福祉会 ワークセンター太陽 高知県高知市朝倉丁 329-1 
８ 高知新聞社会福祉事業団 あかねの里 高知市朝倉丙 1644-1 
９ 朝倉くすのき保育園 朝倉くすのき保育園 高知市朝倉東町 46-27 
10 せと ケアハウス土佐 高知市長浜 6389-21 
11 ふるさと会 森の里高知 高知市横浜 20番 1 
12 南少 南海少年寮 高知市仁井田 845-5 
13 高須福祉会 高須保育園 高知市高須新町 2丁目 2-10 
14 土佐香美福祉会 ウエルプラザ高知 高知市一宮しなね 2丁目 15-19 
15 幸の会 東泰泉寺保育園 高知市薊野.北町 1丁目 2-1 
16 秦ダイヤライフ福祉会 絆の広場 高知市一宮南町 1丁目 4-75 
17 一ツ橋保育園 一ツ橋保育園 高知市中久万 15-17 
18 ねはんの会 涅槃の家 高知市春野町弘岡下 2454-28 

19 高春福祉会 はるの若菜荘 高知市春野町東諸木 3058 番地 1 

20 高知市社会福祉協議会 
 

高知市丸ノ内 1丁目 7番 45 号 
 

②役員 

  法人名 役職名 氏名 

会長 高知市社会福祉協議会 高知市社会福祉協議会 会長 吉岡 章 

副会長 小高坂更生センター 小高坂更生センター 理事長 上村 雅志 

副会長 福井保育協会 福井保育園 園長 渡辺 秀一 

理事 秦ダイヤライフ福祉会 絆の広場 施設長 池 裕子 

理事 ミレニアム 福寿園 施設長 中澤 慎二 

理事 土佐香美福祉会 ウエルプラザ高知 施設長 津野 高敏 

理事 一ツ橋保育園 一ツ橋保育園 理事長 大黒 哲也 

監事 昭和会 昭和会 理事長 山﨑 隆 

監事 高知新聞社会福祉事業団 あかねの里 施設長 門田 登志和 

 


